eq \o(\s\up 23(びょうしょう),病牀)

eq \o(\s\up 23(ろくしゃく),六尺)
正岡子規

一

○病牀eq \o(\s\up 9(＊　),六)尺、これが我世界である。しかもこの六尺の病牀が余には広過ぎるのである。わずかに手を延ばして畳に触れる事はあるが、ふとんの外へまで足を延ばして体をくつろぐ事も出来ない。はなはだしい時は極端の苦痛に苦しめられて五分も一寸も体の動けない事がある。苦痛、煩悶、号泣、eq \o(\s\up 9(ま),麻)

eq \o(\s\up 9(ひ),痺)剤、わずかに一条の活路を死路の内に求めて少しの安楽をeq \o(\s\up 9(むさぼ),貪)る果敢なさ、それでも生きていればいいたいことはいいたいもので、毎日見るものは新聞雑誌に限っておれど、それさえ読めないで苦しんでいる時も多いが、読めば腹の立つ事、eq \o(\s\up 9(しゃく),癪)にさわる事、たまには何となくうれしくてために病苦を忘るるような事が無いでもない。年が年中、しかも六年の間世間も知らずに寝ていた病人の感じはまずこんなものですと前置きして

○土佐の西の端eq \o(\s\up 9(かしはじま),に柏島と)言う小さな島があって二百戸の漁村に水産補習学校が一つある。教室がeq \o(\s\up 9(＊　),十)二坪、事務所とも校長の寝室とも兼帯で三畳敷、実習所が五六坪、経費が四百二十円、備品費が二十二円、消耗品費が十七円、生徒が六十五人、校長の月給が二十円、しかも四年間昇給なしの二十円じゃそうな。そのほかには実習から得る利益があって五銭の原料で二十銭の缶詰が出来る。生徒が網を結ぶと八十銭位の賃金を得る。それ等は皆郵便貯金にしておいて修学旅行でなけりゃ引出せないという事である。この小規模の学校がその道の人にはこのごろ有名になったそうじゃが、世の中には勿論知りはすまい。余はこの話を聞いて涙が出るほどうれしかった。我々に大きな国家の料理ができんとならば、この水産学校へ入って、eq \o(\s\up 9(かつお),松魚)を切ったり、eq \o(\s\up 9(い),烏)

eq \o(\s\up 9(か),賊)を乾かしたり網を結んだりしてかような校長の下に教育せられたら楽しいことであろう。（五月五日）

十六

○病勢が段々進むに従って何とも言われぬ苦痛を感ずる。それは一度死んだ人かもしくは死際にある人でなければわからぬ。然もこの苦痛は誰も同じことと見えてeq \o(\s\up 9(＊　),黒)田eq \o(\s\up 9(にょすい),如水)などという豪傑さえも、やはり死ぬる前にはひどく家来を叱りつけたということがある。その家来を叱ることについて如水自身の言いわけがあるが、その言いわけはもとより当になったものではない。eq \o(\s\up 9(ひっきょう),畢竟)は苦しまぎれの小言と見るが穏当であろう。eq \o(\s\up 9(む),陸)

eq \o(\s\up 9(つ),奥)福堂も死際には頻りに細君を叱ったそうだし、高橋eq \o(\s\up 9(じ),自)

eq \o(\s\up 9(じ),恃)居士も同じことだというし、して見ると苦しい時の八つ当りに家族の者を叱りつけるなどは余一人ではないと見える。越後の無事庵というは一度も顔を合したことはないが、これも同病相憐れむ中であるので、手紙の上の問い訪ずれは絶えなかったが、ことし春終に空しくなってしもうた。その弟のeq \o(\s\up 9(ちゅじん),ヽ人)遺子eq \o(\s\up 9(もくこう),木公)と共に近頃吾が病床を訪ずれて、無事庵生前の話を聞いたが、かくまでその容体のよく似ることかと今更に驚かれる。一二の例をあぐれば、寸時も看病人を病牀より離れしめぬ事、おしなべて何か命じたる時にはそのことばの未だ絶えざる中に、その命令を実行せねば腹の立つ事、目の前に大きな人などいれば非常に呼吸の苦痛を感ずる事、人と面会するにも人によりて好きと嫌いとのはなはだしくある事、時によりて愉快を感ずると感ぜざるとのはなはだしくある事、敷ぶとん堅ければ骨ざわり痛く、敷ぶとんやわらかければ身がふとんの中に埋もれてかえって苦しき事、食いたき時は過度に食する事、人が顔を見て存外に痩せずにおるなどと言われるのに腹が立ちてeq \o(\s\up 9(ひ),火)

eq \o(\s\up 9(ばし),箸)のごとく細りたる足を出してこれでもかと言うて見せる事、およそこれ等の事は何一つ無事庵と余と異なる事の無いのは病気のためとはいえ、不思議に感ぜられる。この日はかかる話を聞きしために、そのときまで非常に苦しみつつあったものが、にわかに愉快になりて快き昼飯を食ったのは近頃うれしかった。

無事庵の遺筆など見せられて感に堪えず、吾も一句をしたためて遺子木公に示す。

 eq \o\ad(鳥の子の飛ぶ時親はなかりけり,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
（二十八日）

（注）

＊六尺…一尺は約三〇・三センチ。昔の長さの単位。

· 十二坪…一坪は三・三平方メートル。昔の面積の単位。

· 黒田如水…一五四六～一六〇四年。安土桃山時代の武将。キリシタン大名。

正岡子規（一八〇七～一九〇二）俳人・歌人。

愛媛県松山市に生まれる。短歌や俳句の革新運動を推進し、雑誌「ホトトギス」を創刊。高浜虚子など多くの門人を輩出させた。「歌よみに与ふる書」「病牀六尺」など。

掲載の作品は、没する前五ヶ月間の病床での生活をつづったものの一部である。

